
№３１１ 

 

府立門真西高等学校 

校 長 大見 真一  

 

 
令和７年度 学校経営計画及び学校評価 

 
１ めざす学校像 

一人ひとりの個性の伸長を図る教育活動により、将来社会に貢献できる能力と豊かな人間性を持つ人材を育成し、地域に信頼される学校をめざす。 

１．生徒一人ひとりが、自分の持つ能力を十分に発揮できるよう、学習指導、生徒指導、キャリア教育を推進する。 

２．守るべき規範と果たすべき役割を自覚し、社会に貢献する志を持つ生徒を育成する。 

３．中学校との連携、保護者や地域との連携を推進し、地域での存在価値と信頼感を高めていく。 

 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の育成 

（１）｢わかる授業｣｢参加する授業｣をめざした授業改善に取り組み、主体的に学習する力、確かな学力を身に付ける。 

ア 「授業改善チーム」を核に、観点別学習状況の評価を進めるとともに授業改善に努める。 

イ 「主体的、対話的で深い学び」の実現をめざし、生徒の主体的な授業参加をめざす。 

ウ １人１台端末を効果的に取り入れた学習により、生徒の学びの深化を図る。 

※ 授業アンケートにおける興味関心、知識技能に係る生徒の満足度(R４:81.9％ R５:82.8% R６:83.0％)を上昇させ、令和９年度には 85%以上

をめざす。 

※ 生徒向け学校教育自己診断における授業満足度(R４;70.9％ R５:74.6% R６:79.7%)を上昇させ、令和９年度には 80%以上をめざす。 

（２）一人ひとりのニーズに応じた学習支援体制の構築 

ア 少人数展開授業の充実を図り、生徒の実態の応じた支援に取り組む。 

イ 個々の生徒の状況に即した学習指導や評価の在り方の工夫に取り組む。 

２ キャリア教育の推進 

（１）自主性・自立性を育成するキャリア教育のさらなる充実を図る。 

  ア 教育産業の基礎学力診断テストの効果的な活用をめざし、進路を切り拓く生徒の育成に取り組む。 

  イ 生徒自らが強い意志と責任のもと進路決定ができるよう３年間を見通したガイダンス機能の充実を図る。 

  ウ 将来、社会的・職業的自立に向けて必要となる能力・態度の育成に取り組む。 

※ 生徒向け学校教育自己診断における進路指導満足度（R４:85.2% Ｒ５:86.1% R６:87.2%）を令和９年度まで 85％以上維持する。 

※ 進学決定率（R４: 98.2％ R５:96.8％ R６:96.2％）を維持し、令和９年度まで 95%以上を継続する。 

※ 保護者向け学校教育自己診断における進路指導満足度（R４:66.4％ R５:74.0％ R６:71.3％）を令和９年度には 80％以上にあげ、進路情報

満足度（R４:59.0% R５:71.4％ R６:71.3％）は令和９年度には 80%以上に上昇させる。 

※ 学校紹介就職内定率（R４:100％ R５:100% R６:96%）を 95％以上で維持する。 

 

３ 豊かな心と健やかな体の育成と学びを支える環境整備 

（１）すべての教育活動を通じて規律規範の確立、公共のルールやマナーを守る社会性の育成を図る。 

  ア あいさつ、時間厳守、身だしなみ等、規範意識の醸成を図る。 

  イ 交通マナーの向上を図る。 

  ※ 遅刻者数については、（R４:2469 R５:3829 R６:3603件）を減少させ、令和９年度には 2000件以下とする。 

（２）生徒の自主的活動を支援し、可能性を最大限に伸ばす教育を実践する。 

  ア 学校行事や生徒会活動を通じて生徒の主体的な参加推進を図り、地域連携及び地域貢献を推進する。 

  イ 部活動の活性化に向けた取組みを推進する。 

（３）安全で安心な学校生活の推進 

  ア 生徒の学校生活を支え、安心して学べる環境を整えることにより自己肯定感を高められる取り組みを推進する。 

   イ 人権教育の取組みを通して生命やお互いを大切にする心を育て、人権侵害を許さない学校体制づくりを進める。 

   ウ 情報リテラシーの育成を図り、情報社会における正しい判断や望ましい態度等、情報モラルの向上に努める。 

   エ 学校保健・安全指導・衛生管理に関する指導を徹底し、事故防止に努める。 

オ いじめの未然防止、早期発見、早期解決に取り組むなど教育相談体制の充実を図る。 

 

４ 学校力の向上 

 （１）魅力づくりと効果的な情報発信 

ア 中学校訪問、学校説明会等を組織的、計画的に実施し、本校教育内容、魅力の周知を図る。 

イ HP・SNS 等、様々な媒体で社会の変化に対応した効果的な情報発信を図る。 

ウ 地域の資源の活用、保護者の協力など特色化・魅力化に取り組む。 

 （２）力と熱意を備えた教員と学校組織づくり 

ア すべての教職員が相互に資質を高めあう同僚性の高い職場環境づくりに努め、組織力向上を図る。 

イ 教職員のより確かな人権意識、服務規律の徹底、個人情報の管理など教職員の資質・能力の向上を図る。 

ウ 事故の未然防止、事故が発生した場合の迅速な対応など危機管理体制の確立を図る。 

エ 職場の整理整頓・業務の効率化を図り、快適な職場環境を推進する。 
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【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和７年 11 月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

○生徒向け学校教育自己診断 

・「学校に行くのが楽しい。」の項目は学年が上がるごとに上昇しているが、昨

年度と比較して、５%下降している。 

 →授業のルール（着席や礼・携帯不使用など）は、守られているので高い学

年がありその反動もあると考えられるが、授業規律周知及び授業見学週間に

おいて確認を図る。 

・「学校の施設・設備は、充実している。」「授業はわかりやすく、質問にわかり

やすく教えてくれる。」は 2～3%下降している。 

 →授業見学周知及び授業研究への参加を図る。 

・「学校は 1 人 1 台端末を効果的に活用している。」「将来の進路や生き方につ

いて考える機会がある。」「行事は、楽しく行えるように工夫されている。」

は上昇している。 

 →進路指導や学校行事等の内容が生徒のニーズに応えられている。今後も引

き続き生徒の状況を確認しながら推進していく。また 1 人 1 台端末を教職

員が意識して活用できた。先の記載にあるように次年度は授業規律・学習指

導を重視する。 

○保護者向け学校教育自己診断 

・生徒指導方針について理解できるという項目が肯定率 77.2%、昨年度より

6.6 ポイント下降した。 

 →生徒指導について生徒・保護者に本校指導方針を理解してもらえるよう、

丁寧に説明しながら続けていく。 

・「進路について必要な情報を知らせている。」「いじめについて対応してい

る。」「門真西に通わせてよかった。」項目で肯定率が昨年度より 11～13%

以上昇した。 

 →これまで教職員が組織としての対応を継続して行い、その学校の活動が保

護者に理解していただけるようになってきた。 

・昨年に引き続き、学校教育自己診断の保護者回答率が低い。回収率を向上さ

せる方法の検討の継続をする。 

○教職員向け学校教育自己診断 

・「学校行事が組織的に計画され、全校的な協力体制により運営されてい

る。」、「学校評価をもとに中期的（３か年）目標を踏まえ、学校経営計画を策

定し、学校経営を推進している。」、「個人情報保護の観点から個人情報に関

する適正な管理・取扱いのできる体制ができている。」の項目では昨年度よ

り 7～11%以上上昇した。 

 →これまで教職員が組織としての対応を継続して行い、その意識が組織とし

て全体に機能している。 

・「各教科において、教材の精選・工夫をおこなっている。」、「授業について検

討する機会を持ち、生徒の実態をふまえて学習方法の工夫・改善がおこなわ

れている。」の肯定率が昨年と同じである。 

→授業に関して教員個々は取り組みがあるが、生徒向け学校教育自己診断に

あるように組織としてニーズに対応できる授業改善を課題とする。 

・「いじめ防止のための取り組みや生起した事案について、組織として対応す

ることができている。」、「災害・事故等が発生した場合の組織的な対応につい

て、教職員に共通理解が図られている。」の肯定率が 100％である。 

 →各担当等で組織的・継続的に対応している 

第１回 令和７年７月４日（金） 

 ・どの学年の生徒が保健室を多く利用しているのか 

  →1 年生の利用が多い。毎年の傾向である。 

・今年度も「生徒数減少に伴う教員数の減少に反対する意見書」提出を検討。 

・HP の新規作成の完成が 10 月と聞いたが、もっと早ければ中学生の進路選択の

タイミングに間に合うのでは。 

  →本校を希望等する中学生の進路選択に間に合うと考える。 

・令和 10 年度から入学者選抜により、学校特色枠を導入する。アドミッションポ

リシーを重視した入試が可能になる。部活動を頑張る生徒を積極的に受け入れ、

本校の部活動をさらに活性化させたい。 

 →他校でもクラブ活動が活発な学校は人気がある。学校特色枠でどれくらいの人

数を入学させることができるのか。他にも別の選抜方法で判断することは可能な

のか知りたいです。 

・クラブも魅力であるが、強みは「生徒に親身に寄り添えること」。それは学校評価

の数字にも表れている。メッセージを打ち出してみてはどうか。高校生活に不安

を感じる生徒に伝えるのは効果的である。 

 

第２回 令和 7 年 11 月 17 日（月） 

 ・門真西高校の閉校について 

 ・第１回授業アンケート結果 前年度１回めから２回めは下がった。 

 ・学校 Web ページを「生徒の様子がよくわかる」をコンセプトにリニューアル 

 ・閉校については大阪府教育委員会の決定なので仕方がない。在校生に不利益がな

いようにしてほしい。 

 

第３回 令和８年２月９日（月） 

 •遅刻指導の内容はどのようなものか。 

→放課後指導と翌朝の早朝指導を基本とし、段階的な指導を行っている。 

•生徒が興味関心を抱くような授業づくりにも注力されているのではないか。 

•働き方改革に関連し、守口市では夏休み期間が増加するようだが、高校ではどう

か。 

→夏季休業中や年末年始に学校閉庁日を設定している。 

・閉校を控える中でも、前向きな経営計画であると感じる。 

•「門真西スタンダード」は基本的項目と思われるが、見える化することで生徒・

教員の共通理解につながり良い取り組みだ。 

• 確かな学力の改善に向けた、次期学習指導要領を踏まえた目標設定が素晴らし

い。門真市の小中学校とも連携・協力できれば良い。 

•多様な社会において、あえて生徒の離職率を気にする必要はあるのか。 

  →生徒と就職先のミスマッチを防ぎ、「嫌だから辞める」というネガティブな早期

離職を減らしたい意図がある。 
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 [ R６年度値 ] 自己評価 

１ 

確
か
な
学
力
の
育
成 

（１）｢わかる授業｣
｢参加する授
業｣「確かな学
力」をめざした
授業改善の取
組み。 

ア 「授業改善チー
ム」が主体とな
り、授業力向上
のための研修
計画を立案し、
全教職員が授
業改善に取り
組む。 

 
イ 確かな学力を

身につけさせ
るため、教科横
断型の授業改
善に取り組む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 効果的な ICT

機器の活用の
推進をめざす。 

 
 
エ 授業規律の徹

底指導 
 
 
 
 
 
（２）１人ひとりに

応じた学習
支援体制の
構築。 

ア 合理的配慮の
合意形成に努
める 

 
 
 
 
 
 
 
 
イ 個に応じた学

習指導の実践
に努め、専門
家や福祉等関
係機関と連携
を強化する 

（１） 
 
 
 
 
 
ア・授業改善のための教職員研修を年間２

回実施し、授業規律の共有や研究授業・
研究協議を通じた授業スキルの向上に
努める。 

 
 
 
 
 
イ・相互授業見学を設定し、確かな学力を身

につける授業をめざした授業改善に取
り組む。 

・継続してユニバーサルデザインや主体
的・対話的で深い学びを意識した教育
環境・授業づくりを学校全体で構築す
る。 

 
 
 
 
 
 
ウ・１人１台端末を効果的に活用させる。 
 
 
 
 
エ・すべての教員が統一した指導方針を共

有し、一貫した授業規律の徹底を図る。 
 
 
 
 
 
（２） 
 
 
 
ア・支援が必要な生徒、保護者と丁寧に話し

合い、合意形成をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ・教育的ニーズに応じた指導・支援・配慮

を行う。 

（１） 
 
 
 
 
 
ア・授業アンケート第２回における「興味関

心を持つことができた」のポイントの
向上［3.14］ 

 
 
 
 
 
 
イ・授業アンケート第２回における「知識技

能が身についたと感じている」のポイ
ントの向上［3.18］ 

 ・教員向け学校教育自己診断の「学習指導
方法の工夫改善」で昨年度の肯定率と
同等以上をめざす。[92.9%] 

・教員向け学校教育自己診断の「教材の精
選・工夫」の肯定率 95%以上を維持す
る。[97.6%] 

・授業アンケートでの第１回と第２回の
改善率を上げる。[3.32→3.26] 

 
 
ウ・生徒向け学校教育自己診断における「１

人１台端末を効果的に活用している」
で昨年度の肯定率と同等以上をめざ
す。［84.4％］ 

 
エ・生徒向け学校教育自己診断における「授

業規律が守られている」で昨年度の肯
定率と同等以上をめざす。[87.5%] 

 
 
 
 
（２） 
 
 
 
ア・生徒向け学校教育自己診断「授業はわか

りやすく質問にわかりやすく教えてく
れる」で肯定率 80％以上をめざす。
［79.7%］ 

 
 
 
・保護者向け学校教育自己診断「子どもの
学力は伸ばされている」の肯定率 80％
以上を維持する。［81.3％］ 
 

イ・教員向け学校教育自己診断の、［興味･関
心･適性に応じたきめ細かい指導］の肯
定率 95％以上を維持する。[97.6%] 

 
 
 
 
 
 
ア・授業アンケート第２回における

「興味関心を持つことができた」
3.21 （〇） 

 
 
 
 
 
 
イ・授業アンケート第２回における

「知識技能が身についたと感じて
いる」3.25 （〇） 
・教員向け学校教育自己診断の「学
習指導方法の工夫改善」の肯定率
92.7％（〇） 
・教員向け学校教育自己診断の「教
材の精選・工夫」の肯定率 97.6％ 

（◎） 
・授業アンケートでの第１回と第
２回の改善率を上げる。 
3.29→3.32 （〇） 

 
ウ・生徒向け学校教育自己診断におけ

る「１人１台端末を効果的に活用

している」の肯定率 89.2％（◎） 

 

エ・生徒向け学校教育自己診断におけ

る授業規律の肯定率 85.1％（△） 

授業規律周知及び授業見学週間に 

おいて確認を図る。 

 
 
 
（２） 
 
 
 
ア・生徒向け学校教育自己診断「授業

はわかりやすく質問にわかりやす
く教えてくれる」の肯定率 76.0％
（△） 
授業見学周知及び授業研究への

参加を図る。 
・保護者向け学校教育自己診断「子
どもの学力は伸ばされている」の
肯定率 82.3% （〇） 

 
 
イ・教員向け学校教育自己診断の、興

味･関心･適性に応じたきめ細かい
指導の肯定率 95.1％（〇） 
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２ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進 

（１）生徒の進路選
択の可能性
を広げる指
導体制の充
実を図る。 

ア 教育産業の基
礎学力診断テ
ストの効果的
な活用をめざ
し、進路を切り
拓く生徒の育
成に取り組む。 

 
 
 
 
イ １年時から卒

業後の進路実
現に向けたガ
イダンス体制
の充実を図る。 

 
 
 
 
ウ 社会的・職業的

自立に向けて
取り組む。 

 
 
エ 保護者や地域

に適切な進路
情報を提供す
る。 

 

（１） 
 
 
 
 
ア・教育産業の模試等を計画的に立案、実施

する。 
 
 ・各学年で基礎学力診断テストの活用（保

護者面談・進路決定）を図る。 
 
 
 
 
 
 
イ・教員はじめ、外部指導者等様々な面接官

による模擬面接を個人または集団の形
式で実施することで実践力を身に付け
させる。 

 ・就職学習会をはじめ綿密な事前指導を
重ね、応募前職場見学により生徒の希
望と受験事業所とのミスマッチを防
ぐ。 

 
ウ・外部関係機関と連携し、生徒が自己の職

業適性や将来設計、自己実現に向けて
考える機会を作る。 

 
 
エ・HP・SNS を有効活用し進路情報の提供

をおこない、保護者との進路スケジュ
ール等の共有を図る。 

 
 
 ・進学希望者及びその保護者対象に進学

資金説明会、奨学金説明会等早くから
取り組み、進路実現を支援する。 

（１） 
 
 
 
 
ア・教育産業模試の受験者数が進学希望者

数に応じて前年度比程度を維持する。 
[延 11 名在籍者数比約 2.3%] 

 ・継続して進学決定率 90%以上を維持す
る。[96.2%] 

・進路未決定者 15%以下をめざす。 
[18.6%] 
 
 
 
 

イ・学校紹介就職希望者の就職内定率 95%
以上の高い値を維持する。[100%] 

 
 
 
 
 
 
 
ウ・生徒向け学校教育自己診断における「将

来の進路や生き方について考える機会
がある」の肯定率 85%以上を維持す
る。［87.2％］ 

 
エ・保護者向け学校教育自己診断における

「進路についての必要な情報をよく知
らせてくれる」の肯定率 70%以上を継
続する。 
[71.3.%]。 

 ・保護者向け学校教育自己診断における
「将来の進路や職業などについて適切
な指導を行っている」の肯定率 70%以
上を継続する。[71.3%] 

（１） 
 
 
 
 
ア・教育産業模試の受験者数が進学

希望者数に応じて前年度比程度以
上を維持する。4 名 1.0％（○） 

 ・進学決定率 91.5% （〇） 
 
・進路未決定者 13% （◎） 
進学希望者の多くが指定校推薦等
の模試を必要としない受験をし、
進路決定を行った。 

 
 
イ・学校紹介就職希望者の就職内定

率 95%以上の高い値を維持す
る。96% （〇） 

 
 
 
 
 
 
ウ・生徒向け学校教育自己診断におけ

る「将来の進路や生き方について
考える機会がある」に対する肯定
率 89.2％（◎） 

 
エ・保護者向け学校教育自己診断にお

ける「進路についての必要な情報
をよく知らせてくれる」の肯定率
82.3%（◎） 

 
・保護者向け学校教育自己診断にお
ける「将来の進路や職業などにつ
いて適切な指導を行っている」の
肯定率 78.5%（◎） 
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府立門真西高等学校 

３ 

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
と
学
び
を
支
え
る
環
境
整
備 

（１）規律規範の
確立 

ア あいさつ、時間
遵守、身だしな
み等、規範意識
の醸成を図る。 

 
 
 
 
イ 交通マナーの

向上。 
 
 
（２）生徒の自主的

活動の支援 
ア 学校行事や生

徒会活動の主
体的な参加促
進。 

 
 
イ 部活動の活性

化に向けた取
組みの推進。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 高大連携校と

の活用促進。 
 
 
 
 
（３）安全で安心な

学校生活の
推進 

ア 安心して学べ
る環境を整え、
自己肯定感を
高められる取
り組みの推進 

 
 
 
イ 生命や人権を

大切にする心
を育てる。 

 
 
ウ 情報リテラシ

ーの育成を図
り、情報モラル
の向上に努め
る 

 
 
 
 
エ 保健・安全・衛

生指導を徹底
し、事故防止に
努める 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 
 
ア・生徒指導に関するお願いや情報を学校

HPや SNS の活用、一斉メールで保護
者に配信、PTA の協力を得るなどして
学校と保護者とが連携した指導をおこ
なう。 

 
 
 
イ・年間通して外部機関等を活用して自転

車乗車マナーの向上を図る。 
 
 
（２） 
 
ア・生徒指導部・西高祭委員会を中心に、継

続的に学校行事の見直しを図り、内容
や実施方法（生徒からの意見聴取、学年
別実施等）を立案し、生徒・保護者の満
足度を高める工夫をする。 

 
イ・部活動の継続を支援するため、入部機会

の拡充を図る。 
 
 
 
 
・安全・安心に部活動ができるよう環境整
備に努める。 

 
 
・門真西高カップの継続により、中学校と
の交流機会をさらに広げ、部活動の活
性化を図る。 

 
 
 
ウ・高大連携校との情報共有を密にする。 
 
 
 
 
 
（３） 
 
 
ア・教育活動全般を通して、安心して学べる

環境を学校全体で考える。 
 
 
 
 
 
 
イ・現状の課題解決に向けた人権教育計画

となるよう見直しをおこない、職員会
議での周知やセルフチェックを徹底
し、人権 HR、職員研修を充実させる。 

 
ウ・携帯情報端末（スマートフォン等）や

SNS上での、正しい知識と安全な使用
方法を身に付けるよう講演会や集会な
どを通じて生徒や保護者に啓発する。 

 
 
 
 
 
エ・教職員の救急講習会全員参加を継続す

る。 
 ・SNS等を活用した防災教育に取組む。 
 
 
 
 
 
・保健部を中心に、生徒に「自分の健康
（命）は自分で守る」という意識の醸成
を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 
 
ア・遅刻者数の在籍人数に対する割合、前

年度比減をめざす。 
[3603/478 人：１人につき 7.5回] 

・保護者向け学校教育自己診断における
「生徒指導方針の理解」の肯定率 80%
以上を維持する。[83.8%] 

 
 

イ・自転車乗車マナーが向上したと感じて
いる生徒割合 85％以上を維持する。
[86.1%] 

 
（２） 
 
ア・生徒向け学校教育自己診断における

「学校行事満足度」の肯定率 75%以
上を維持する。[75.8%] 

 
 
 
イ・部活動加入の機会拡充を図り、部加入率

を上昇させる。[31.0%] 
 
 
 
 
・熱中症やケガ等部活動による事故の未
然防止のための啓発や講習会を学期に
１回実施する。[計２回] 

 
・各部活動が近隣中学校との合同練習
や、SNS等での積極的な発信を通し
て、情報交流を行う。[SNS：３部活
動以上] 

 
 

ウ・連携校との企画・協力（学校見学・説明
会・出前授業・部活交流など）を年間１
回以上継続する。[１回] 

 
 
 
（３） 
 
 
ア・生徒向け学校教育自己診断における生

徒の「学校へ行くのが楽しい」で昨年度
の肯定率以上をめざす。[78.3%] 

 
 
 
 
 
イ・教員向け学校教育自己診断における「人

権尊重に基づいた指導」の肯定率 90%
以上を維持する。[92.9%] 

 
 
ウ・情報リテラシー啓発のための講演会等

を早期に実施する。［１学期］ 
 
 
 ・生徒向け学校教育自己診断における

「SNS 等についての正しい使用、マナ
ー向上について」の肯定率 80％以上を
維持する。[83.0%] 

 
エ・教職員の救急講習会参加 100%を維持

する。[100%] 
 ・年間２回の避難訓練に加えて、SNS 等

を活用した防災教育の取り組みを１回
以上実施する。［２回］ 

 
 
 
・生徒向け学校教育自己診断における「災
害時の行動の把握を指示されている」
の肯定率 85％以上を維持する。
[86.6%] 

 ・生徒向け学校教育自己診断における「命
の大切さや社会のルールについて学ぶ
機会がある」で肯定率 90％以上を維持
する。[91.6%] 

 
 
 
 
 

（１） 
 
ア・遅刻者数の在籍人数に対する割

合、前年度比減。4205/384 人：
１人につき 11 回 （△） 

 
・保護者向け学校教育自己診断の生
徒指導方針の理解 77.2%（△） 

 
 
イ・自転車乗車マナーが向上したと感

じている生徒割合 85.8％（〇） 
 
 
（２） 
 
ア・生徒向け学校教育自己診断におけ

る学校行事満足度 77.4％（◎） 
 
 
 
 
イ・部活動加入の機会拡充を図り、部

加入率を上昇させる。24.2％（〇） 
  1・２学年では 34.9%の加入率

で、継続して指導・勧誘をおこな
う。 

 
・熱中症やケガ等部活動による事故
の未然防止のための啓発や講習会
を学期に１回計２回実施した。
（◎） 
・各部活動が近隣中学校との合同練
習や、SNS等での積極的な発信を
通して、情報交流を行う。 
４部活動で 226 件（◎） 

 
 
ウ・連携大学へ説明会参加を１回行っ

た。（〇） 
 
 
 
 
（３） 
 
 
ア・生徒向け学校教育自己診断にお

ける生徒の「学校へ行くのが楽
しい」の肯定率 73.3％（△） 

  学校行事への注力や根気強い指 
導を行う。 

 
 
 
イ・教員向け学校教育自己診断におけ

る「人権尊重に基づいた指導」の肯
定率 97.6%（◎） 

 
 
ウ・情報リテラシー啓発のための講演

会等を１学期に開催した。（〇） 
 
 
・生徒向け学校教育自己診断におけ
る「SNS 等についての正しい使用、
マナー向上について」の肯定率
84.0％（〇） 

 
エ・教職員の救急講習会参加 100%

を維持する。100％実施（〇） 
・年間２回の避難訓練に加えて、
SNS 等を活用した防災教育の取
り組みを２回実施した。（〇） 
SNS 等を活用した取り組みにつ 
いては次年度以降再検討する。 

・生徒向け学校教育自己診断におけ
る災害時の行動の把握 87.2％
（◎） 

 
・生徒向け学校教育自己診断におけ

る生徒の健康・安全に対する意識
が昨年度と同程度以上とする。
91.3％（〇） 
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府立門真西高等学校 
オ いじめ防止・教

育相談体制の
充実。 

 
 
 
 
 
 
 
 

オ・一人ひとりの教育的ニーズに応じた支
援体制を確立し、｢高校生活サポートカ
ード｣｢個別の教育支援計画｣の適切な
活用を図る。 

 
 

 
・教育相談委員会、中退防止連絡会を中心
に、SC、SSW、関係機関との連携を推
進し、相談活動をさらに充実させるた
め、教育相談に係る職員研修を計画的
に実施し、教員の個別相談スキルを高
める。 

 
 ・いじめの未然防止・早期発見・早期解決

のため組織的な対応を図る 
 
 
 
 
 
 
 ・居場所カフェを定期的に開き、生徒の相

談体制を強化する。 

オ・生徒向け学校教育自己診断における
「教育相談」の肯定率前年度以上をめ
ざす。 
「親身に対応」［85.5%］ 
「気軽に相談」［75.5%] 
 

 
・教員向け学校教育自己診断における「教
育相談体制の整備」の肯定率 90%以上
を維持する。[97.6%] 

 
 
 
 
・生徒向け学校教育自己診断における「い
じめについて真剣に対応してくれる」
の肯定率 80%以上を維持する。
［88.0%］ 

・教員向け学校教育自己診断の「いじめ事
案を組織として対応できる」の肯定率
85%以上を維持する。［97.6%］ 

 
・居場所カフェを定期的に開く。［月３回］ 

オ・生徒向け学校教育自己診断にお
ける「教育相談」に対する肯定
率が前年度以上になるようめざ
す。 

「親身に対応」84.4％（〇） 
「気軽に相談」76.4％（◎） 
 
・教員向け学校教育自己診断の教
育相談体制の整備の肯定率
97.6％（◎） 

 
 
 
 
・生徒向け学校教育自己診断にお
ける「いじめについて真剣に対
応してくれる」の肯定率 86.1％
（〇） 

・教員向け学校教育自己診断の
「いじめ事案を組織として対応
できる」の肯定率 100％（◎） 

 
・居場所カフェを 35回実施した。
（◎） 
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府立門真西高等学校 

４ 

魅
力
づ
く
り
と
効
果
的
な
情
報
発
信
で
学
校
力
向
上 

（１）広報活動の推
進。 

ア 中学校訪問、学
校説明会等の
計画的、組織的
な実施。 

 
 
 
 
 
 
 
イ HP・SNS 等

様々な媒体で
の情報発信。 

 
 
 
 
 
 
ウ PTA 活動の推

進、学校行事へ
の保護者、地域
住民の参加促
進。 

 
 
 
 
 
 
（２）力と熱意を備

えた教員と
学校組織づ
くり。 

ア 同僚性の高い
職場環境、組織
力の向上。労働
安全衛生管理
体制の充実。 

 
 
 
 
イ 「学び続ける」

教職員の組織
的・継続的な
育成。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ 危機管理体制

の確立 
 
 
 
エ 整理整頓・業務

の効率化 

（１） 
 
ア・中学校への出前授業及び学校説明会の

実施要請を積極的に行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ・HP・SNSを有効活用し、保護者及び中

学生に授業や行事等に関する情報発信
をおこない門真西高校への関心度を高
める。 

・学年・分掌・部活動等での活動状況を定
期的かつ適切に情報発信を行い、保護
者等の理解を 
得るとともに、魅力を発信する。 

 
ウ・三者交流会（生徒・保護者・教員）の

活動や、学校行事への保護者、地域か
らの参加を促進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 
 
 
 
ア・コア・ミーティング（校長・教頭・事務

長・首席）及び運営委員会が、学校運営
の中心となるよう企画・検討・調整を図
る。 

・学年連携会議で学年間の連携および生
徒情報の共有化を図る。 

 
 
 

イ・学校説明会や中学校訪問時の教員配置
など、業務の適正化に努めながら、ミド
ルリーダーの活用、育成をはかる。 

・ハラスメントや体罰根絶のための人権
研修を充実させ、生徒指導の事例研究
や職員会議での周知、セルフチェック
を徹底することで、教職員の人権意識・
人権感覚の高揚を図る。 

 ・教育公務員としての自覚が一層高まる
よう綱紀保持等、機会あるごとに周知
し公務に対する更なる信頼確保に努め
る。 

・教職経験年数の少ない教員や転任者等
を対象にフレッシュミーティングを実
施。 

 
ウ・災害・事故等が発生した場合のための共

通理解図る。 
 
 
 
エ・職員室等の整理整頓を行い、教職員全員

にとって快適な職場環境を作る。 
 ・教員・保護者への連絡事項アンケート等

の電子化、資料のペーパレス化、教職員
間での連絡や周知事項の確認に様々な
方法を活用し、会議及び校務の効率化
を図る。 

・一斉退庁日、ノークラブデーなどの働き
方改革にかかる取り組みを徹底し、業
務の効率化を図る。 

（１） 
 
ア・参加要請のある学校説明会（中学主催、

教育産業主催）にはすべて参加する。[８
回] 

  ・学校見学会及び説明会への教員の参画
率 100%。[100%] 

・可能な範囲で中学校訪問を実施し、昨年
度以上の訪問数をめざす。[70 校] 

 
 
 
 

イ・HPやブログの更新を継続して行い、行
事や保護者向け文書・情報は SNS等で
発信する。 

 
・保護者向け学校教育自己診断における
「学校情報の提供の努力をしている」
の肯定率 75%以上をめざす。[71.3%] 

 
 

ウ・教職員向け学校教育自己診断における
「保護者や地域に情報提供のため HP
などが活用されている」の肯定率 90％
以上を維持する。［100％］ 

・保護者向け学校教育自己診断における
「学校行事に参加したことがある」の
肯定率 80％以上を維持する。[83.8%] 

 ・学校教育自己診断保護者回答率の向上 
  [19.6%] 
 
 
（２） 
 
 
 
ア・コア・ミーティング、学年連携会議の定

例開催回数を同程度とする。[35 回] 
・教職員向け学校教育自己診断における
「日常的な情報共有」の肯定率 90％を
維持する。[92.9%] 

 
 
 
 
イ・外部研修等を積極的に活用し、ミドルリ

ーダーを育成する。 
 

・人権教育を中心とする校内研修を計画
的に年に１回以上実施する。[２回] 

 ・教職員向け学校教育自己診断の「教育活
動全般における人権尊重の姿勢」の肯
定率 90%以上を維持する。[92.9%] 

 ・教職員向け学校教育自己診断の「個人情
報に関する適正な管理等体制ができて
いる」の肯定率 90％以上をめざす。
［88.1%］ 

 ・フレッシュミーティングを計画的に開
催[10 回] 
 
 

ウ・教職員向け学校教育自己診断の「災害・
事故等が発生した場合の共通理解が図
られている」の肯定率 90%以上を維持
する。［95.2%］ 

 
エ・教職員全員が職場の整理整頓、大掃除を

１回以上行う。 
 
 
 
 
 
・時間外勤務が月 80 時間以上の職員の
数を減らす。[延 20 名] 

 
 
ア・参加要請のある学校説明会（中学

主催、教育産業主催）にはすべて参
加する。7回（〇） 

 ・学校見学会及び説明会への教員の
参画率 100%。（〇） 
・可能な範囲で中学校訪問を実施
し、昨年度以上の訪問数をめざす。
52 校（△） 

 募集停止のため、地元への周知に
注力した。 

 
イ・HP やブログの更新を継続して行

い、行事や保護者向け文書・情報は
SNS 等で 130 件発信した。（〇） 

 
・保護者向け学校教育自己診断にお
ける「学校情報の提供の努力をし
ている」に対する肯定率 79.7% 
（◎） 

 
ウ・教職員向け学校教育自己診断にお

ける「保護者や地域に情報提供の
ため HPなどが活用されている」
の肯定率 97.6％（◎） 

・保護者向け学校教育自己診断にお
ける「学校行事に参加したことが
ある」に対する肯定率 91.1% 

 （◎） 
・学校教育自己診断保護者回答率の
向上 20.3%（〇） 

 
（２） 
 
 
 
ア・コア・ミーティング、学年連携会

議の定例開催回数 21回（〇） 
 ICT 機器を活用し情報共有や事前

の合意形成を行い、会議回数を減
少させた。 
・教職員向け学校教育自己診断にお
ける「日常的な情報共有」92.7% 

（◎） 
 
イ・外部研修等を積極的に活用し、ミ

ドルリーダーを育成する。 
 
・人権教育を中心とする校内研修を
１回実施した。（〇） 
・教職員向け学校教育自己診断の
「教育活動全般における人権尊
重の姿勢」97.6%（◎） 

・教職員向け学校教育自己診断の
「個人情報に関する適正な管理等
体制ができている」97.6%（◎） 

 
・フレッシュミーティングを計画的
に 10 回開催した。（〇） 

 
 

ウ・教職員向け学校教育自己診断の
「災害・事故等が発生した場合の
共通理解が図られている」 
100%（◎） 

 
エ・教職員全員が職場の整理整頓、大

掃除を１回実施した。（△） 
 
 
 
 
 
・時間外勤務が月 80時間以上の職
員の数を減らす。延４名（〇） 

 


